
HP マルチメディア リモコン（一部のモデルの
み）
ユーザ ガイド



© Copyright 2008 Hewlett-Packard
Development Company, L.P.

Windows および Windows Vista は、米国

Microsoft Corporation の米国およびその他の

国における商標または登録商標です。

HP 製品およびサービスに関する保証は、当

該製品およびサービスに付属の保証規定に

明示的に記載されているものに限られま

す。本書のいかなる内容も、当該保証に新

たに保証を追加するものではありません。

本書に記載されている製品情報は、日本国

内で販売されていないものも含まれている

場合があります。本書の内容につきまして

は万全を期しておりますが、本書の技術的

あるいは校正上の誤り、省略に対して責任

を負いかねますのでご了承ください。

初版 2008 年 3 月

製品番号：467804-291



目次

1  各部の機能

2  ボタンのクイック リファレンス

3  バッテリの装着

4  トラブルシューティング

索引 ....................................................................................................................................................................... 8

iii



iv



1 各部の機能

注記： 最新のユーザ ガイドについては、http://www.hp.com/jp/を参照してください。

マルチメディア リモコンの赤外線レンズ（リモコン受光部）により、コンピュータとの赤外線リンク
が確立されます。リンクを確立するには、マルチメディア リモコンとコンピュータのそれぞれの赤外
線レンズの間に障害物がないようにします。

注意事項：

● マルチメディア リモコンは、Windows®および[QuickPlay]（一部のモデルのコンピュータのみ）
で機能します。ボタンの機能は実行中のプログラムにより異なる場合があります。

注記： [QuickPlay]の使用方法については、[QuickPlay]ソフトウェアのヘルプを参照してくださ
い。

● マルチメディア リモコンの一部のボタンは、コンピュータ本体のボタンと同じように機能しま
す。たとえば、マルチメディア リモコンとコンピュータのそれぞれの電源ボタンは同じように
機能するため、互いに代替できます。

● マルチメディア リモコンのボタンの一部は、コンピュータのホットキーと同じ機能を実行しま
す。サポートされているホットキーについては、コンピュータに付属の説明書を参照してくださ
い。

● マルチメディア リモコンのその他のボタンは、コンピュータ本体のボタンや前もって設定され
たキーの組み合わせでは実行できない機能を備えています。
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2 ボタンのクイック リファレンス

ここでは、マルチメディア リモコンの各ボタンの機能について説明します。

注記： ボタンの位置は、お使いのマルチメディア リモコンのモデルにより異なる場合があります。

ボタン Windows での機能 [QuickPlay]の機能（一部モデルのみ）

電源 ● コンピュータの電源が切れているときにボタ

ンを押すと、Windows が起動します

● コンピュータの電源が入っているときにボタ

ンを押すと、コンピュータの電源ボタンと同

じように機能します。詳しくは、コンピュー

タに付属の説明書を参照してください

● コンピュータがスリープ状態のときに短く押

すと、スリープが終了します

● コンピュータがハイバネーション状態のとき

に短く押すと、ハイバネーションが終了しま

す

ボタンを押すと、コンピュータがシャットダウン

します

Windows Media
Center

Windows Vista® Premium または Windows Vista
Ultimate を使用しているコンピュータでボタンを押

すと、[Media Center]のメイン メニューが開きま

す。[Windows Media Center]ボタンは、他のオペ

レーティング システムでは機能しません

注記： オペレーティング システムを確認するに

は、コンピュータの裏面に貼付されているラベル

を参照してください

Windows Vista Premium または Windows Vista
Ultimate を使用しているコンピュータでボタンを押

すと、[Media Center]のメイン メニューが開きま

す。[Windows Media Center]ボタンは、他のオペ

レーティング システムでは機能しません

注記： オペレーティング システムを確認するに

は、コンピュータの裏面に貼付されているラベル

を参照してください

メディア ボタンを押すと、[QuickPlay]がプリインストール

されているモデルの場合は、[QuickPlay]プログラ

ムが起動します。[DVD Play]がプリインストールさ

れているモデルの場合は、[DVD Play]プログラムが

起動します

注記： コンピュータがログオン パスワードを要

求するように設定されている場合は、Windows に

ログオンするよう求められることがあります。ロ

グオンすると、[QuickPlay]または[DVD Play]が起

動します。詳しくは、[QuickPlay]または[DVD
Play]ソフトウェアのヘルプを参照してください

ボタンを押すと、[QuickPlay]メニューが開きます

再生/一時停止 ● メディアが再生されていないときにボタンを

押すと、メディアが再生されます

● メディアの再生中にボタンを押すと、メディ

アが一時停止します

● メディアが再生されていないときにボタンを

押すと、メディアが再生されます

● メディアの再生中にボタンを押すと、メディ

アが一時停止します
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ボタン Windows での機能 [QuickPlay]の機能（一部モデルのみ）

DVD ボタンを押すと、[QuickPlay]プログラムの DVD 再

生機能が起動します（一部のモデルのコンピュー

タのみ）

注記： コンピュータがログオン パスワードを要

求するように設定されている場合は、Windows に

ログオンするよう求められることがあります。ロ

グオンすると、[QuickPlay]または[DVD Play]が起

動します。詳しくは、[QuickPlay]または[DVD
Play]ソフトウェアのヘルプを参照してください

● DVD の再生中にボタンを押すと、DVD ディ

スク メニューが開きます

● DVD が再生されていないときにボタンを押す

と、[QuickPlay]の DVD プレーヤが開きます

巻き戻し ボタンを押すと、選択したメディアが巻き戻され

ます

ボタンを押すと、選択したメディアが巻き戻され

ます

停止 ボタンを押すと、実行中のメディアの動作（再

生、巻き戻しなど）が停止します

ボタンを押すと、実行中のメディアの動作（再

生、巻き戻しなど）が停止します

早送り ボタンを押すと、選択したメディアが早送りされ

ます

ボタンを押すと、選択したメディアが早送りされ

ます

前へ戻る ボタンを押すと、前のトラックまたはチャプタに

戻ります

ボタンを押すと、前のトラックまたはチャプタに

戻ります

上 移動ボタンです。ボタンを押すと、画面上で上に

スクロールします

移動ボタンです。ボタンを押すと、画面上で上に

スクロールします

次へ進む ボタンを押すと、次のトラックまたはチャプタに

進みます

ボタンを押すと、次のトラックまたはチャプタに

進みます

左 移動ボタンです。ボタンを押すと、画面上で左に

スクロールします

移動ボタンです。ボタンを押すと、画面上で左に

スクロールします

OK 移動ボタンです。ボタンを押すと、画面上の項目

を選択します

移動ボタンです。ボタンを押すと、画面上の項目

を選択します

右 移動ボタンです。ボタンを押すと、画面上で右に

スクロールします

移動ボタンです。ボタンを押すと、画面上で右に

スクロールします
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ボタン Windows での機能 [QuickPlay]の機能（一部モデルのみ）

戻る ボタンを押すと、アクティブなアプリケーション

で Backspace キーを押したときの「戻る」機能を

実行します

● 音楽モードでは、ボタンを押すと[マイ ミュー

ジック]ウィンドウで 1 つ上の階層に移動しま

す

● DVD モードではこのボタンは無効です

下 移動ボタンです。ボタンを押すと、画面上で下に

スクロールします

移動ボタンです。ボタンを押すと、画面上で下に

スクロールします

情報 システムの情報を表示するために押します [QuickPlay]プログラムの情報と設定を表示するた

めに押します

音量下げ ボタンを押すと、システムの音量が下がります ボタンを押すと、システムの音量が下がります

ミュート（消音） ● ボタンを押すと、システムの音が消えます

● 消音中にボタンを押すと、システムの音量が

元に戻ります

● ボタンを押すと、システムの音が消えます

● 消音中にボタンを押すと、システムの音量が

元に戻ります

音量上げ ボタンを押すと、システムの音量が上がります ボタンを押すと、システムの音量が上がります
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3 バッテリの装着

警告！ 安全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使用する場合は、コンピュータに付属して
いたバッテリ、HP が提供する交換用バッテリ、または HP から購入した対応するバッテリを使用し
てください。

バッテリは消耗品です。使用済みのバッテリは、[へルプとサポート]にある『規定、安全、および環
境に関するご注意』に記載されている指示に従って、正しく処分してください。[ヘルプとサポート]
にアクセスするには、[スタート]→[ヘルプとサポート]→[ユーザ ガイド]の順に選択します。

マルチメディア リモコンにバッテリを装着するには、以下の手順で操作します。

1. マルチメディア リモコンの背面にあるバッテリ コンパートメント カバーを持ち上げて（1）、カ
バーを取り外します（2）。

2. バッテリを、プラス（＋）面を上に向けてコンパートメントに装着します（1）。
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3. バッテリ コンパートメント カバーをバッテリ コンパートメントの位置に合わせて押し下げ
（2）、カバーを閉じます（3）。
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4 トラブルシューティング

お使いのマルチメディア リモコンが正常に機能しない場合は、次の解決方法を試してみてくださ
い。

● マルチメディア リモコンと、コンピュータまたは拡張製品の赤外線ポートとの間に障害物がな
いことを確認します。

● コンピュータの赤外線ポートの通信範囲内にいることを確認します。

● バッテリが正しく装着され、充電されていることを確認します。必要に応じてバッテリを交換し
ます。

● マルチメディア リモコンを、サポートされているコンピュータや拡張製品で使用していること
を確認します。
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